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の半分を費やしても決して過ぎるものではない」とい
う、西洋のことわざを教えてもらったことがある。仕
事を趣味とし、生きがいとしている人もこの世の中に
はずいぶんいるようだが、自分から仕事を取った後に
何も残らぬようでは、自由奔放に謳歌するべき老後は
あまりにも寂しいものになる。
　かく言う私も、飽きっぽい性格のために我を忘れて
夢中になれるほどの高尚な趣味を持っているわけでは
ない。若い頃から始めたテニスは10年前に膝小僧を痛
めて断念。月１回程度のゴルフにしても、キャリアは
長いが練習嫌いで「百獣の王（平均スコア＝110）」
のライオンズ倶楽部の“永久会員”のままである。私
の場合ゴルフは、あくまで健康を維持するための運動
と割り切っており、強いて言うならば、名所旧跡や穴
場の温泉地などを探訪するクルマの旅がささやかな趣
味なのだろう。
　つい先日も春陽と呼ぶにふさわしいポカポカ陽気に
誘われて、日帰りドライブに出掛けた。緊急事態宣言
が解除になったとはいえ、遠出は控えてナビの目的地
を隣県の埼玉県の深谷市に設定。特産の「深谷ネギ」
で有名だが、明治維新後の日本経済の発展に貢献し、
新一万円札の肖像画にも選ばれた大実業家、渋沢栄一
の生地でもある。
　放映中のNHK大河ドラマ『青天を衝け』でも注目

　仕事と暮らしの調和をはか
る「働き方改革」の必要性が
叫ばれて久しい。社会人にな
りたての頃、職場の大先輩か
ら「老後の趣味のために人生

を集めているが、旧渋沢邸「中の家（なかんち）」は、
関越道・花園ICから国道140号線を熊谷方面へ進み、
約40分で到着する。付近にはゆかりの史跡も多く、写
真や資料などが展示されている記念館では当時の風貌
をそっくり再現したアンドロイドの講義も受けられる。
　渋沢栄一の功績は、第一国立銀行（現みずほ銀行）
をはじめ500余りの企業の設立に関わったとされるが、
1929年（昭和４年）に東京石川島造船所から独立した
いすゞ自動車もその１社。恥ずかしながら、資料を捲

めく

るまで初代社長は栄一の三男（渋沢正雄）が務めたと
は知らなかった。この日は近場のドライブではあった
が、思うがままにハンドルを操る楽しみとともに、近
代日本の“資本主義の父”の存在を再発見した有意義
な一日だった。
　ただ、帰宅後、愛車を12カ月点検に出す前、この１
年間の走行距離を調べると愕然。メーター表示はわず
か3980km。運転歴50年で5000km以下は記憶にない。
不要不急の外出がままならぬコロナ下ではやむを得な
いが、自由な時間に、好きな場所に気兼ねなく出掛け
られてこそのクルマ旅の醍醐味だろう。そんな走る歓
びを取り戻せるのは、いつになるのだろうか。

◇――◆――◇――◆――◇――◆――◇――◆

※　福田氏の連載は今号で終了させていただきます。
次号からは、「第１回国際北斎学会 In Tokyo」事務
局長などを務められ、日本美術アカデミー理事で当
会議所シニアアドバイザーでもある戸田吉彦氏に５
回にわたって連載いただきます。近著『北斎のデザ
イン』（翔泳社）を３月に上梓。
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渋沢栄一ゆかりの地を訪ねて
経済ジャーナリスト　福田 俊之


